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ないことJ (K. ， 1 ， S.62 ， (1) 93-4 頁)と称揚
しており，さらに商品価値の分析をつうじて商
品の価値形態を見つけ出すことに失敗したとこ
ろに「古典派経済学の根本欠陥の一つJ (K. ， 

































die ges l1 schaftliche Verhaltnise der Person 
in ihren Ar beitenJ が「物と物との，労働生産
物と労働生産物との，社会的関係 ges l1 schaftli 同
che Verhaltnise der Sachen ， Ar beitsproduktsJ 
に変装されざるをえない (K. ， 1， S.91-92 ， 












と人格との社会的関連 die ges l1 schaftlich 
Bezihung der Person が，いわば転倒させ
られて表わされること，つまり物象と物象との
社会的関係として als ges l1 schaftiches Verh a1 t四
nis Sachen 表わされることである J (~に， S.13 ， 







gliche Ho l1 e の下に隠された関係であるという




皮 dingliche Ho l1 e の下に隠された関係，とつ
け加えなければならないであろう J (K. ， 1， S. 
8 ， C1 J 139 頁)というように同文反復されて





















押すようにくり返されている (K. ， 1， S.87 ， 
C1 J 136 頁)0 r資本論』商品章の第四節を貫い
ている基本線が，ほぼこうした初発の定義に沿
うように引かれていることは間違いない。した
























































れていたように思われるのである (K. ，I ， S.94 




















































































(宇野 [1973J 708 頁)という語を用いていた。
しかし宇野自身はこの「商品経済の転倒性」を，
「商品の物神的性格」に含めて考えることは明












































































ように，規制的な自然法則としてa1 s reglndes 
N atergestz 強力的に貫かれるJ (K. ， I， 8.89 ， 























為 の 人 格化 Personifikationen der okno 同













































































しまって，なんの痕跡も残してはいないJ (K. ， 











































































































































































































を， I黄金欲 auri sacra famesJ (K. ， I， S.145 ， 
[1J 23 頁)の無際限性から説明しようとして
いる O この論点は， r経済学批判』を超えて
『経済学批判要綱』にまで遡るマルクス貨幣論
のいわば最古層であるが，そこでもマルクスは
「呪われた黄金欲 auri sacra famesJ を取り上げ，
「所有欲 HabsuchtJ の有限性に対置されるべき
その無際限性を論じ，さらに「黄金欲」に連な
るものとして， I金銭欲 GeldgierJ と「致富欲
BericherungsuchtJ というこ種の欲望を挙げ






































































































[1950 ・52J 65 頁)という議論はその典型とい
えようが14) ，マルクスの強調して巳まない「貨
幣の量的な制限と質的な無制限との矛盾J (K. ， 































































































































ほかならぬその対象 der Gegnstad なのであ























根源的な物神性，つまり本号の 1 - 3から次号
以降にかけて詳述することになる商品の物神性






在， I気の違った資本家J (K. ， I， 8.168 ， (1) 
268 頁)として描かれている貨幣蓄蔵者の姿や，
それとの対比で「合理的な貨幣蓄蔵者J (K. ， 





















































































































資本に「移入J (宇野[1 950 ・52J 506 頁， 509 
頁)された結果でしかないことになる口しかし
その宇野においても，金貸資本形式の下での























































































































































まえようのわからないしろものJ (K. ， 1， S.62 ， 



































































趣味J (Iu γ.， 8.196 ， (訳) 359 頁)とは等視しえ
ない「黄金欲J の， r呪われた黄金欲 auri sacra 
famesJ (K:， γ吋 8.195 ，(訳) 357 頁，傍点は引用
者)たらざるをえない理由もあるのかも知れな
い。この呪誼性は，そのまま「黄金呪物J (K. ， 
1， 8.147 ， (1) 235 頁)の物神性にも通じてい
‘ー、
「商品経済の物神崇拝的性格」をめぐって(1)
ょう o 金の使用価値が， r金持ちになろう。さ
もなければ，金持ちらしくみせかけよう“8oyns






































































































sischer Spitzfindigkeit und theolgischer 
MuckenJ で充満し，その頭のなかで奇妙な妄
想をくり広げるものだといった言い方 (K. ，1， 
S.85 ， [1] 13 頁)でマルクスが強調した商品
の観念的性格や，その外延をなす「商品の変態































































































る「必然的根拠J (宇野[1 950 ・52J 108 頁)な






わし始めている(宇野口 947J 359-60 頁，宇












[1 950 ・52J 107 頁)ないし「外部的なる法則」

























































































[1967 ・68J 1， 26 頁) ，あるいは「商品経済








































成の基準J (宇野 [1964J 48 頁)や， rそれぞれ
21 
の商品の生産に要する労働時間を一定の社会的





[1 964J 25 頁)という場合の「基準」に対応し
ょうが，この「交換を媒介する」手段としての




























































































み替えられてしまうわけである O この場合， G




















































































対象 ein einzelner handgreiflicher GegnstadJ 




























な交換価値 valeur intrinsequeJ という観念を，
相対価値説のように「一つの形容矛盾 con 廿adk 四
世o in adjectoJ として切り捨ててしまったとす









































































































は警戒を要する「欠陥J (宇野編 [1967 ・68J
















































ないJ (宇野編[1 967J 263 頁)というように，
宇野がかなり強い調子で述べる脱物神化の困難




















































































な「商品形態の秘密」が述べられている (K. ， I， 










(宇野編[1 967 ・68J I ， 26 頁)は，宇野の価値
論研究のかなり早い時期において固められていた。






































る (49-50 頁)。永谷[1 975J でも，同じ趣旨から，
「商品形態の物神性J と「商品生産の物神性」とが





























謎J (K. ， 1， S.62 ， (1 J 94 頁)を解くべきものと
して価値形態論が置かれており，さらにそれに先
立つ冒頭価値論も， I交換価値は偶然的なもの，純
粋に相対的なものであるように見えJ (K. ， 1， S. 








元J (K. ， 1， S.52 ， (1 J 7 頁， K. ， 1， S.65-6 ， 
(1 J 98- 頁)と「追跡 J (K. ， 1， S.62 ， (1 J 93 頁，



































6 )山口 [1983aJ 146-5 頁， 165-80 頁，山口[1 983
bJ 85-6 頁， 103-4 頁， 192- 頁， 2-5 頁，
山口 [1984bJ 16 頁を参照せよ。
7 )山口 [198J は，山口 [1983aJ にたいする日高











康松 [1983J ，)責松 [1987J ，および、平田 [1971J















































































































らわれる J (宇野[1 964J 48-9 頁)という記述自
体，流通論の第一章「商品」や第二章「貨幣」の
本文にではなく，生産論の第一章「資本の生産過


















































































け加えておきたいJ (久留間[1 957J 37 頁)という
スタンスで提示されており，物神性についての主
題的考察とはいいがたい。
14) 宇野 [1973J 71 頁も参照せよ D




































有していると述べている((訳 J 10-1 頁)。他に，
やはりスウィフトとの類似性に言及して， r資本
論』が古典派経済学の一種のパロデイであること

























けておいて''T o be continued" になるという，映画
で多用されるいわゆる長回し(ワンシーン・ワン
テイク)の技法を初併させるのである。
18) 拙稿 [208aJ (2) 12-3 頁，および拙稿 [208
bJ 78-0 頁を参照せよ。




























































24) 鎌倉 [196J は，ある対象を所有しているとい
うことを， r社会的にその対象がその人に帰属する
と認められている」状態と定義した上で，商品所














([訳 J 59 頁)。
26) これは，商品の「頭のなかにあるだけの金」













ている (M 出ヌ [1867J S.17 ， (訳 J 35 頁)。この点







な考察を行っている((訳 J 21 頁，傍点は原著者)。
27) マルクス自身，リンネルは等価商品上衣の内に















る」とする叙述も見られる (Aγ. ，S.192 ， (訳 J 348 
-349 頁，傍点は原著者)。
29) 柴田[1 972J は， ["商品の物神性が価値形態に即
34 
して理解されるのであるとすれば，これをわざわ

































31)宇野 [1969bJ 90-98 頁，宇野編 [1967 ・68J 1， 283 









































32) 宇野編 [1967 ・68J 1 ， 14 頁も参照せよ o
3) 実際， rまず貨幣で現れるというのが物神性の本
「商品経済の物神崇拝的性格」をめぐって(1)













いる (7-81 頁)。降旗 [204J 102-3 頁，平林



























言もある(宇野 [1973J 1025 頁，宇野編[1 967 ・
68J V ， 35 頁)。大内 [1981J 123 頁も参照せよ。
35) 永谷の述べる，資本主義社会における一種の自
然法思想、としての「価値法則の物神化J (永谷
[1 975J 210- 頁)や， I生産価格の物神性ーーイ面
値を基礎にして自立しているものなのに，それ自
身で成立しているものとして現われる性質一一」










法則の不可視性」に求めている((訳 J 34-60 頁)。








格」というように，宇野 [1950 ・52J とは異なり，
一応は貨幣の物神性を織り込んだ形で措定されて
















































39) 宇野 [1950 ・52J 39 頁，宇野編[1 967 ・68J 1 ， 264
-265 頁を参照せよ D




(1 84-203 頁)。拙著 [206J 271 頁も参照せよ。


























































42) 見回 [1968J 18-4 頁，河野 [1972J 9 頁， 48 
-52 頁，宮寄[1 98 1] 51 頁，宮寄口984J 49-50 頁，
下平尾 [1986J 50 頁を参照せよ。
43) 宇野[1 947J 359 頁を参照せよ。
4) 宇野 [1950 ・52J 51 頁を参照せよ。
45) 宇野 [208J 28-56 頁， 12-43 頁， 31-6 頁を
参照せよ。
46) 宇野 [1947J 289-0 頁，宇野[1 952J 465- 
頁，宇野[1 973J 70 頁を参照せよ。



































的な記述もある(宇野編[1 967J 26 頁)。





(なお，参考文献については，第 4 巻第 3 号で示す)
